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なお二日留まり（ヨハネ11:3-6）
もしも皆さんが、とても気にして愛している人が病んでいる、あるいは、何か大変な事情に遭っていると聞いたらどうしますか。何より優先して急いで駆け付けるようにするのが、普通であり常識ではないでしょうか。イエス様は、イエス様が愛しておられたと言われているラザロという人が病気になって死にかけているという話を聞きました。そのときに、イエス様がどんな行動をとられたのかと言いますと、６節には、「そのおられた所になお二日とどまられた」と書いてあります。おかしくありませんか。愛している人が病気にかかって大変な状況であります。そうならば、「そうなのか。急いでラザロのところに行こう」というのが普通でしょう。それを聞いて分かったうえで、なおも二日とどまって、ラザロが死んだと分かったときに動き始められたと聖書には書いてあります。ラザロが病気の時ではなく、わざと死ぬ時まで待っていらっしゃったような表現です。なぜイエス様は、このようにされたのでしょうか。イエス様は、人間的な表現で申し上げると、ラザロが病んでいるところから死ぬ状況にまで追い込んでいらっしゃったと言えると思います。病気の時には、治そう、治ろう、どうにかしようなど、いろいろな可能性を探る動きがありうるものです。しかし、いざ死んでしまうと、そういったすべてがパーになってしまい、全部あきらめるようになるしかないし、もう手に負えられない状況になるわけです。ですから、無力になるしかないし、絶望するしかないのではないでしょうか。イエス様が、なおも二日とどまられたというのは、ラザロが死ぬ時まで待っていらっしゃって、絶対不可能な状況、完全絶望の状態まで追い込まれるように、そこまで持っていかれたと言えると思います。
なぜイエス様がそうされたのかと言いますと、その後の聖書の箇所を見ると、弟子たちに向かっておっしゃいます。「あなたがたが、しっかり正しく信じるためなのだよ。わたしがラザロのところにいなかったことに対して良かったと思うよ。あなたが正しく信じるために」。つまり、分かりやすく申し上げると、福音が何か正しく理解して、福音の信仰に立ってもらうために、このように絶望的な状況まで持っていくという話です。神様が望まれることと、私たちが願うこととかみ合わないときが結構あります。私たちは、病気が早く治ることを願うかもしれません。もちろん神様は、病気を治す方です。しかし、治るか、治らないかより大切なのは、神様にとって一番の願いが、クリスチャンの私たちが、また人間が、神から与えられる唯一の救いの福音を悟り、福音を信じる信仰に立つことです。ラザロを死ぬ状況にまで追い込んでいったというのは、それこそが人間の本当の姿なのだということを現して、人間は絶望するしかない状況ですが、それにもかかわらず、そこにいのちが与えられること、これこそが福音なのだということを説明するために、病んでいたラザロが死ぬ時まで待つためになおも二日そこにとどまっていらっしゃったと聖書には記録されています。神様は、何より私たちが福音に目覚めて、福音を正しく理解してほしいのです。他の信仰ではありません。福音の信仰に立つことを望まれる方です。その福音を正しく理解して信仰に立つためには、まず、人間に対して、また自分自身に対して、徹底的に絶望するところから始まります。ここが非常に難しいところでもあるし、サタンとの戦いでもあります。ここだけは人間が本能的に譲ろうとしません。でも、福音というものは、人間、また自分自身に対して、完璧に、完全に絶望するところから始まるものなので、そこに私たちも行かないといけません。でも、イエス様を信じると言いながら、教会に通うクリスチャンでも、そこまで行くことを拒むのです。しかし、イエス様は、なおも二日とどまり待っていらっしゃって、そこまで持っていかれる方です。そのために神様は、私たちに絶望のための材料をいろいろ提供される方なのです。

その代表的な材料が限界を見るようにされます。人間の、自分の様々な限界を見せられます。皆さん、アブラハムがなぜ100歳になってからイサクが与えられたと思いますか。その前に子どもを与えることは十分できるのです。でも、わざわざ100歳まで持っていって、そのアブラハムの妻が子どもを産むことが絶対不可能な状況の時まで、神様は持っていかれました。ヘブル11：12などを見ると、死と等しい体と言われています。完全絶望の状況まで追い込んで持っていきました。そこでいのちが与えられ、それこそが福音を象徴する内容であるし、この世にキリストが与えられるのはそういうことなのだよという説明のためなのです。ときには、不治の病にかかるときがあります。よく治る病なのか、不治の病なのかの問題ではありません。不治の病が意味するものは何でしょうか。人間の手に負えられない絶望の状況、完全に絶望しなさいという神様の声であり、サインなのです。また、自分なりに大きな人生の壁にぶつかる場合があります。どうしても乗り越えられない壁。特に、精神的な病は、地球のレベルで壁なのです。なぜそれがあるのでしょうか。治るか、治らないかを、皆が悩んでいるのですが、その前に、人間というものはそういう存在で、完全に絶望するための材料なのです。イスラエルの民が、エジプトで400年間奴隷の生活をしていました、モーセを送って、そこから出エジプトさせるときに、すぐにイスラエルの民を連れ出せたり、パロ王がすぐにギブアップしたわけではありません。１回、２回、３回…10回の喧嘩、戦いがあったのです。なぜ１回、２回目ぐらいで格好良く出エジプトさせればいいのに、10回まで持っていったのでしょうか。いろいろな意味がそこにはありますが、その間、イスラエルの民は、完全にあきらめて絶望するわけです。もうだめではないかと。そこで羊の血を塗ることによって、これが福音なのだと説明するために、そのようにされました。絶望の材料がひとりひとり皆の人生を通して与えられ提供されています。
また、個人的にもそうでしょうけれども、社会的に、またこの地球のレベルで、災害による様々な災いというものがあります。みなそういう目に遭いたくないでしょうけれども、それは避けることができないし、災いがやってきたときには、どうにもならないものなのです。それでみな復興のために、そこで挫折せずに、また希望を抱いて踏ん張って頑張るといった美しい話がよく聞こえてきますが、それはそれでいいです。でも、神様が望まれることは、そこで踏ん張ること以前に、完全に絶望して、人間と地球と自分自身というのは、いったいどんな存在なのかに気づいてもらうことなのです。だから、どうにもならない災害による災いなどを経験させるわけです。

また、人生を歩いている中で取り返しのつかない大きな過ちや大きな失敗を経験するようになります。だれかが良い、悪いと言う前に、その大きな、特に、取り返しのつかない失敗の場合には、それが限界となり、そして、完全に絶望してもらうための材料であったということを忘れてはいけません。神様は、私たちにそのように提供するのに、人間はそこで「挫折して倒れてしまうか」、あるいは「踏ん張ってそれを克服していこう」のどちらかに行くわけです。どちらでも正しくありません。完璧な絶望のための材料なのです。なお二日とどまって、死の状況まで追い込んで行かれたということを肝に銘じていただきたいと思います。その結果、その絶望の材料を通して、神様が望まれるとおりに完全に絶望した場合には、今まで当たり前だと思っていた偽りの人間像、ヒューマンファンタジーみたいなものが、完全に崩壊して崩れていくようになります。つまり、人間に対しての期待と希望などが根こそぎ全部抜き取られるようになるのが神様の望みであるし、そこが福音のスタートなのです。中々、そこに行こうとしないわけです。今まで個人的にもそうだし、この地球のレベルでも人間はいろいろあるけれども、頑張れば、努力すれば変われるものなのだよという理想を抱えて頑張っています。それが全部崩れるわけです。そこが福音の始まりです。「いろいろあるけれども、今はだめなのですが、人は努力すれば豊かな人生を手に入れられるのだ」といった理想、ファンタジーみたいなまぼろしが、本当にまぼろしになるわけです。全部崩壊しないといけません。そのためにいろいろな材料を与えていらっしゃるのに、私たちはそのように受け止めようとしません。よし頑張ろう。「24時間テレビ」などは、みなそういうことです。それを悪く言うつもりはありません。でも、それが人間の精一杯なのです。でも、結果的には、神様が望まれることとは、正反対の方向に全部持っていくわけです。生涯を抱えているからだめだ。それも神様が望まれることではありません。でも、それを克服して、エベレストの山頂まで頑張っていって、頂上に達して克服した。だから、私のような障害を抱えている人でも、みな頑張ればできるよというメッセージを発したいのでしょうけれども、神様が望まれることは、そういうことではありません。その障害が与えられた理由は、そうでない人間と皆同じなのですが、完璧に絶望して人間本来の姿に気づいてもらうためなのです。それなのに人は頑張れば、努力すれば、成功を収めることができるし、より発展を遂げることができる、いつかは理想的な地球を作ることができるという夢を抱いて走っています。その偽りの人間像、ヒューマンファンタジーというものは、全部崩壊していくようになります。「何か良い話を聞きたいから教会に来ているのに、あの先生はいつもあのような話ばかりだ」。その良い話は偽りです。耳に甘い話ばかり求める、終末にはそのような教会が生まれると聖書には預言されています。ここから福音が始まります。もし皆さんが、福音が本当に価値あるものだと心からその福音を愛するようになっていなければ、もしかしたら神様の恵みによって救われたのにもかかわらず、完全に絶望していないかもしれません。そうすると、福音が福音になりません。偽りの人間像が崩壊することによって、神の前で、自分の前で、サタンの前で真実な告白をささげるようになります。イザヤ預言者は、神様の素晴らしい天の世界を見た後、イザヤ6：5において、「私はくちびるの汚れた者」だと言われます。その「くちびるが汚れている」というのは、口だけの話ではありません。頭で考えているものが、言葉として出る。口からものが入る。つまり、「くちびるが汚れている」というのは、私は腐っている人間ですという告白です。詩篇51：5で、ダビデのような人間が言いました。私は、母が罪の中でみごもって生まれた者なのだと。自分のことをそのように表現しました。パウロのような伝道者も、Ⅰテモテ1：15を見ると、私は罪人ではなくて、罪人のかしらであると告白します。絶望した者の告白です。同じパウロがローマ7：24で、「この死の、からだから、私を救い出してくれる」ものはと言うように、自分のことを死のからだと言っていました。これが本当の意味での絶望した者の告白です。

多くの人が傷を抱えて生きているのですが、本当に気持ちは理解できますし同情します。しかし、よくよく考えてください。傷を抱えているというのは、実は、まだ絶望していないからです。本当に絶望が何かわかっている者は、その傷ついたいろいろな出来事がありますが、それ以上のものだということが分かるはずです。いじめられたでしょうか。虐待されているのでしょうか。無視されたでしょうか。大きな事故に遭いましたでしょうか。人に裏切られたでしょうか。あるいは、大きな過ちを犯したでしょうか。それが傷になるというのは、その裏にある本当の絶望の内容を見たことがないということでしょう。本当の絶望の理由が分かっていれば、罪人だということが何かわかれば、それくらいのものではありません。分かるでしょうか。それなのにそういったいじめや虐待や傷になるしかない様々なことなどは、神様が完璧に絶望してもらうために与えられた材料なのに、むしろ、その傷の中に自分の身を隠して、完全に絶望を避けているのです。だまされないようにしましょう。ある人は、あまりにも絶望して生きる気力がありません。死にたいです。自殺願望があります。本当に自殺する場合もありますが、絶望すると自殺するのでしょうか。死にたいという気持ちは十分わかるし、自殺したいという気持ちはわかるのですが、それはまだ本当の絶望がわかっていないから勝手にしゃべることなのです。本当に絶望しているものは、その絶望の状態が何か分かっているので、死が解決できるものではない、死によってどうにかなる、それぐらいの問題ではないということが分かるから、死にたいとか自殺とかそちらの方に行きません。だから、死にたいという気持ちは、本当の絶望をまだしていないからです。本当に絶望すれば、死ぬ気力もありません。死んでも結局、地獄に行くような絶望なのだから。何が自殺なのでしょうか。まだまだ甘いです。まだまだ絶望していないからです。本当の絶望を避けて、自殺を通して逃げようとするわけです。それがすべてサタンの、悪霊のしわざです。本当の絶望は、死んでもどうにもならないほど、根っこから腐っているものです。皆さん、分かっていれば、絶望すればするほど楽です。私は絶望すればするほど楽なのです。無視されることも、無視されて当然なものでしょう。むしろ、先週も申し上げましたように、「ありがたいな。それぐらい言ってくれて。本当はそれよりもっとひどいことを言われて当たり前な人間なのに、それぐらいでありがたいよ」と。全部へっちゃらになります。絶望してください。なぜそこに行かないように踏ん張っているのでしょうか。それが悪魔のしわざだということを、ぜひ覚えていてください。悪魔のしわざは、心のどこか隅っこでも人間は可能性があるということを言おうとしています。違います。私は生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれたので、何が文句言えるでしょうか。そういうものは何もありません。人間とは、そういうものなのです。神様を離れたというのは、罪を犯したというのは、そういうことなのです。もう地獄なのです。地獄に行く以前に、もう地獄なのです。良い悪い、だれかのせい云々、言う資格も権利も何もありません。これが絶望です。まことの絶望、神様は、そちらの方に私たちをもっていかれる方なのに、サタンは傷を通して、あるいは自殺などを通して、本当の絶望のところに行けないようにブレーキをかける存在です。それを振り切って、思いっきり、完璧に、完全に絶望しましょう。神を知らないということは、もう絶望なのです。自分の罪と罪過の中に死んでいたものであって、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らであって、だから、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であり、いつ死んでも地獄が待っている存在です。そうではないかのようにどこか美しく表現しようとしないようにしましょう。だから、本当の絶望が分かっているものは、自殺とかそちらの方に行けません。ひとつしかありません。挫折もありません。ひとつしかないのが、本当の絶望なのです。「神様。あわれんでください」。それが絶望です。福音というのは、本当の完璧な絶望から始まり、ひとつだけ神様のあわれみ、神様の救いだけを見上げるようになることを絶望と言います。別の言葉で言うと、キリスト、Onlyです。
改めて申し上げます。死にたいというのは、まだ甘いからなのです。気持ちは十分わかるけれど、サタンに遊ばれていることです。本当のことが見えないように邪魔されることなのです。絶望を分かっていれば、死んでしまうとより苦しくなるのです。より大変なことが待っているのです。それほどいま私たちは絶望的な存在なのです。だから、死にたいとは言わずに、だめだ、だめだと言わずに、絶望してください。今まで行きかっていた何もかもが全部崩れて消え去って、一つだけが残ることを絶望と言います。神様の救いがなければ、神様の助けが、神様の憐みだけが、キリストOnlyです。だから、本当に私に必要なのは、この汚れている罪が許されて地獄の運命から解放されて、サタンの支配から自由になり、創造の神様と出会って、いのちが与えられること、これこそが私に必要なのです。これが本当の絶望であり、本当の福音というものなのです。今までは神秘的な奇跡の力が、いろいろな才能が必要だ、あるいは、人間の同情や愛情やいろいろな配慮が必要なのだと頼りにしたり、求めていたかもしれません。道徳や倫理や法律や、また社会正義などを唱えていたり、それを基準にしていたり、それを頼りにしていたかもしれません。それが必要なのだと叫んでいたかもしれません。ときには、宗教を求めたり、学歴があれば、知識が足りないからとか、いろいろなことを考えていたでしょうけれども、そういったすべてがちりあくたに思えるようになるのが絶望です。なおも二日そこにとどまって死ぬ時まで待っていらっしゃいました。私たちがここまで絶望して、今まで気にかけていた、あるいは頼りにしていた、求めていたもの、あるいは、言い訳にしていたすべてを全部ちりあくただと片づけることによって、ひとつだけ、神様の憐みしかありません。キリストだけです。私に必要なのはキリストです。それこそが神様の望みであり、本当の絶望であり、そのためにいろいろな材料が許されているだけです。

そして、その必要を完璧に満たすために、キリストが実際に世に来られて、全部成し遂げられました。それをイエスがキリストというわけです。イエス様が十字架にかけられて、死の力を打ち破って三日目によみがえられることによって、ヨハネ19：30でおっしゃっているように、すべてを完了した、つまり、絶望の人生、どうにもならない、死んでも解決できない、その地獄の運命の人生、絶望の人生にいのちを与えることができる、そのすべてを完了しました。それがイエスがキリストだという意味なのです。もう迷いはありません。ヨハネ5：24には、「まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきに会うことなく、死からいのちに移っているのです」。福音というものは、完璧な絶望によって、キリストOnlyになり、イエスがキリストであるということを聞き、つまり、すべて絶望の人生を終え、いのちの新しい希望の人生を与えることができるようになったイエスがキリストですという希望のメッセージを聞き、それ以外には何も耳に入らないのです。そして、そのイエス様をただ信じることによって、絶望の人生を終え、永遠のいのちを持つようになる。これが福音です。このために病んでいる状況で治してそれを表すときもありましたが、今回は完璧に絶望の状況、死の状況まで持っていかれました。これが福音です。他に、イエス様を信じる信仰のほかに何もお話ししてはいけません。ローマ1：17、「義人は信仰によって生きる」。他に何も条件はありません。絶望から始まっているので、何の条件も差別も差も違いもありません。ただ信じる信仰によって。だから、福音というのは、すべて疲れて重荷を負っている者は、わたしのところに来なさい。わたしが、あなたがたを休ませてあげますよと言われたイエス様に従うことなのです。ヨハネ7：37、イザヤ55：1などを見ると、わたしのところに泉がわき出るから、飢え渇いているものは、わたしのところに来て飲みなさい。お金のない者はお金なしで、だれでもイエスの方に来て飲みなさい。そこにのみまことの希望があり、どうにもならない絶望の人生が終わる祝福が、まことの救いがそこにのみあるのです。神様が、私たちに望まれることは福音を理解することです。そのために絶望の状況まで持っていきます。死なないといけないのかと言うと、物理的に、肉体的に死ぬことを意味するのではありません。なんらかの絶望の材料が皆さんに与えられています。そこで完全に絶望してください。それでキリストOnlyになるように絶望してください。何が良いか悪いか、正しいか正しくないか、それが頭の中を行き来しているのは、まだ絶望していないからです。痛いときに痛いというのも悪くありません。でも、痛い、痛い、というのは、まだ絶望していないからです。死にたい。まだ絶望していないからです。それはだまされていることなのです。本当の絶望は、そんなものではありません。私は生まれたときから罪の中から身ごもって生まれた者なのだ。自分のことをそのように言えるのでしょうか。何が文句になるのでしょうか。キリストOnlyの他には、何も残らないのです。それを自由と言います。ぜひ本当の福音を正しく理解して、今まで知らないうちに築かれてきた偽りの人間像、ヒューマンファンタジーみたいなものを、全部皆さんの中で崩れて、そこから解き放たれて自由になっていただきたいと思います。
どんな絶望的な状況やどんな限界を経験していても、そこでため息をしたり、あるいは、暴れて突破しようとせずに、絶望そのものを感謝してください。それで他に私たちを持っていこうとすることを全部断ち切って、ひとつだけ、その絶望を通して本物の絶望の中に入っていって、イエス様を信じる最高のときにしましょう。イエス様に対する信仰告白の最高のときにしましょう。それがなにを意味するのかというと、そうならないようにあらゆる策略をしていた悪魔のしわざが完全にひっくり返るときなのです。悪魔を裏切ることをやりました。悪魔は、自殺したい、もうだめだ、あるいは、頑張ろうという方向に持っていって、本当の絶望を邪魔します。だから、皆さんが本当に絶望して、何もかも全部文句をおろして、口を閉ざして、これから感謝とともにただイエスだけになったときに、悪魔が涙を流しながら悲しんで逃げていくのです。それが神様とピントが合うということです。そうすると、クリスチャンの勝利は当然与えられるものです。

それから、そのようにイエス様を信じる信仰告白ができている者は、他の何ものにもこだわらないで、思いきり、思う存分、イエスの中に絶望の人生が終わり、永遠のいのちが与えられていること、その救いの祝福を存分に味わう、しかも条件は一つだけです。イエス様を信じる信仰だけによって。その救いの祝福、永遠のいのちが全部自分のものだということを思いきり味わう丈夫なクリスチャンになることを祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。イエス様が病んでいる人を見て、私たちの常識とは裏腹に、なおも二日とどまって、絶望的な状況をもっていのちの祝福を与えていらっしゃったことを今日も確認しました。絶望から始まり、福音を正しく理解して、キリスト、イエスOnlyの信仰に立って、暗やみの力が砕かれる祝福をひとりひとりが体験できますように。そして、信仰によって永遠のいのちの祝福を存分に疑わずに味わうことによって、証人としてひとりひとりが用いられることを、心からお祈りをいたします。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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